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紹
　
介

文
草
の
会
著
『
菅
家
文
草
注
釈 

文
章
篇 

第
二
冊 

巻
七
下
』

　

川　

上　

莉　

奈　

　
『
菅
家
文
草
』
は
、
菅
原
道
真
が
自
ら
編
纂
し
た
全
十
二
巻
の
漢
詩
文
集

で
、
巻
一
～
六
ま
で
に
漢
詩
、
巻
七
以
降
に
そ
れ
以
外
の
文
体
の
作
品
を
収

め
て
い
る
。
昌
泰
三
年
（
九
〇
〇
）
に
祖
父
清
公
の
『
菅
家
集
』
や
父
是
善

の
『
菅
相
公
集
』
と
と
も
に
醍
醐
天
皇
に
献
上
さ
れ
た
。
翌
年
の
昌
泰
四
年

に
は
道
真
は
太
宰
権
帥
と
し
て
九
州
に
左
遷
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
直
前
ま
で

の
漢
詩
文
を
収
め
た
集
と
な
る
。

　
『
菅
家
文
草
』の
注
釈
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
研
究
者
に
よ
る
選
釈
と
、
川

口
久
雄
校
注
の
日
本
古
典
文
学
大
系
『
菅
家
文
草　

菅
家
後
集
』（
岩
波
書

店
、
一
九
六
六
年
）
の
全
釈
が
存
在
す
る
。
こ
の
う
ち
、
現
在
参
照
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
の
は
、
全
釈
で
あ
る
日
本
古
典
文
学
大
系
本
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
で
は
巻
一
～
巻
六
に
収
め
ら
れ
る
詩
に
対

す
る
注
釈
は
あ
る
も
の
の
、
巻
七
以
降
の
そ
の
他
の
文
体
に
つ
い
て
は
原
文

の
ま
ま
の
漢
文
に
返
り
点
と
部
分
的
な
読
み
仮
名
・
送
り
仮
名
と
簡
単
な
解

説
が
付
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
本
書
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
文
草
の
会
で
は
、『
菅
家
文
草
』
の
詩
以
外
の
作
品
へ
の
注
釈
を

付
す
こ
と
、
ま
た
、
日
本
古
典
文
学
大
系
刊
行
か
ら
五
〇
年
を
経
て
深
化
し

た
研
究
を
も
と
に
行
わ
れ
る
詩
の
読
み
直
し
を
促
す
こ
と
な
ど
が
目
的
と
さ

れ
た
。
そ
の
た
め
に
、ま
ず
前
冊『
菅
家
文
草
注
釈　

文
章
篇　

第
一
冊　

巻

七
上
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
）が
刊
行
さ
れ
、
続
い
て
本
書
が
刊
行
さ

れ
た
。

　

さ
て
、
本
書
『
菅
家
文
草
注
釈 

文
章
篇 

第
二
冊 

巻
七
下
』
で
は
文
草
の

会
（
北
山
円
正
氏
、
後
藤
昭
雄
氏
、
滝
川
幸
司
氏
、
仁
木
夏
実
氏
、
本
間
洋

一
氏
、
三
木
雅
博
氏
の
六
名
。
五
十
音
順
。）
の
手
に
よ
り
『
菅
家
文
草
』
の

詩
以
外
の
文
体
を
収
め
る
巻
七
の
う
ち
、
詩
序
二
十
二
篇
へ
の
注
釈
が
な
さ

れ
て
い
る
。
も
と
の
『
菅
家
文
草
』
巻
七
「
序
」
に
は
詩
序
の
表
題
の
み
し

か
記
載
は
な
く
、
ま
た
巻
七
に
記
載
さ
れ
て
る
詩
序
の
本
文
自
体
は
巻
一
～

巻
六
に
詩
と
と
も
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
巻
七
に
記
載
さ
れ
て
い

る
順
に
、
巻
一
～
巻
六
所
収
の
詩
序
本
文
へ
の
注
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

最
初
に
本
間
氏
に
よ
る
序
そ
の
も
の
へ
の
文
体
解
説
が
あ
り
、
そ
の
後
に

そ
れ
ぞ
れ
の
詩
序
へ
の
注
釈
が
続
く
。
詩
序
本
文
の
注
釈
で
は
、
序
の
書
か

れ
た
状
況
等
へ
の
解
説
が
あ
り
、
詩
を
載
せ
、
そ
の
後
に
題
注
が
あ
り
、
続

い
て
詩
序
本
文
の
校
異
、
語
釈
そ
し
て
最
後
に
詩
序
の
通
釈
と
い
う
流
れ
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
末
に
は
語
釈
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
語
彙
の
索
引

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
詩
序
本
文
は
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
注
釈
書
の
よ
う

に
連
綿
と
文
を
続
け
て
載
せ
る
の
で
は
な
く
、
対
句
や
文
章
構
成
に
応
じ
て

適
宜
改
行
さ
れ
た
状
態
で
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
見
し
て
文
の
構
成
が

把
握
し
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
菅
原
道
真
の
み
な
ら
ず
、
道
真
の
影
響
を
受
け
た
周
辺
文
学
の

研
究
の
一
層
の
発
展
に
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
五
月
、
二
八
三
頁
、
六
、
五
〇
〇
円
＋
税
）

（
か
わ
か
み
・
り
な　

本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）
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